
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞令和６年 10 月 15 日 

事業者情報 

事業者名 鵜の木地区町会連合会 

代表者 職・氏名 
職名 会長 

氏名 堀江 敏雄 

ホームページ URL（任意） https://sites.google.com/view/unoki-ota 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

私たちは、鵜の木地区７町会の安全・安心な居住環境を持続的に形成し、地域コミュニ

ティを次世代へ継承していくことを目指します。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

  ○●    

      

    〇●  



     

 

    ○●  

 

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

11 

継続的な組織運営により、毎年「鵜

の木地区連合運動会」をはじめと

した様々な地域事業を主催・実施

している。 

組織・事業運営において、次世代へ

の継承による持続可能性の実現を

意識して取り組む。 

3、11、17 

高齢者が地域との交流を通し、元

気で生きがいある生活ができるよ

うな仲間づくり・ふれあいの場と

して、平成 14 年から鵜の木地区で

3 つ（もみじ、鵜の木、千鳥）の「ふ

れあい元気塾」が結成された。町会

の方々が自主的に運営し、毎月 1

回、園児とのふれあいや講演会、健

康体操、コンサートといった多様

な催しを実施している。 

高齢者だけでなく、次世代を担う

子どもから大人を対象に、健康づ

くりをきっかけに地域の絆を深め

る取組を継続していきたい。 

例えば、現在は地元中学生との地

域課題解決に向けた総合学習授業

に取り組んでいる。 

子どもたちとその保護者が鵜の木

地区に関心や愛着を持ち、住み続

けたいと思えるような地域を共に

つくっていきたい。 

11、17 

地域力鵜の木地区委員を対象に

「鵜の木 de SDGs アクション」と

題して、町会活動と SDGs との関

連について区長とのトークセッシ

ョンや、環境・健康に関する講演会

等を実施してきた。 

ホームページや鵜の木地区の町会

掲示板・区設掲示板、地域情報紙

「さんぽみち」等に上記取組を紹

介し、幅広い世代へ鵜の木地区の

取組を PR した。 

今後も、SDGs に関連する講演会

や町会活動等を継続し、地域情報

紙や掲示板のほか、令和６年９月

から運用を開始した「鵜の木地区

町会連合会公式 LINE」を活用し、

次世代を担う若い住民へ向けて積

極的に PR していきたい。 

 


